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【論文要旨】
1．研究の背景・動機
　女性障害者は「女性であることと障害があるこ
との複合的抑圧を受けている」といわれている。
そして彼女らの生活問題の背景には「性役割」が
影響しているともいわれている。しかし現在の障
害者対策は、性差によって異なるニーズに対応で
きるような介助制度を初めとする支援・援助が、
未だ整備されていない。そのような中で、結婚や
出産を経験する女性障害者がいるのも事実であ
る。しかし彼女らのような女性はごく一部である。
なぜならば、地域で生活するほとんどの女性障害
者は一人暮らしであるからだ。これまで女性障害
者固有の問題としてあげられるのは、まず妊娠・
出産にまつわる課題であり、またその反対に「子
宮摘出」の手術などにより「産む性」から排除さ
れてきたという問題である。しかし、それだけな
のだろうか。そこで筆者は、女性障害者（単身者
も含め）が女性として抱える葛藤やその生活上で
生じる問題の現状を、中でも女性でありかつ障害
者であることから抱えるものに焦点をあて、明ら
かにしたいと考えた。
2．研究の意義・目的
　本研究の目的は、これまで単身の女性障害者に
着目した研究、文献はほとんどないことから、そ
の問題の現状を明らかにすることにある。また、
今まで顕在化されてこなかった彼女らのニーズを
発掘し、新たなサービス展開の視点を生み出す一
助になるものであり、それが本研究の意義である
と考える。
3．研究方法
本研究の方法は、まず先行の研究の整理によって、
女性障害者を取り巻く生活問題を明らかにした。
次に既存の研究からは明らかにならなかったこと
を整理し、それらを踏まえた上で調査を行い、考
察した。
　本研究で行った調査の対象者は、都内A市周辺
で「自立生活」を志向する女性障害者の中から、
本研究に賛同いただいた13名である。そのうち結
婚経験者は3名おり、単身者（結婚経験者でかつ
離婚および別居状態の者も含む）は12名である。
　調査方法は、訪問面接調査の方法をとった。面
接調査では半構造化面接を行い、日頃実感してい
る生活問題と、「女性であること」で良かったこ
とに焦点をあて進めた。また調査の際は、日本社
会福祉学会の倫理指針に基づき、倫理性に配慮し
て行った。面接調査後は、その録音内容から逐語
トランスクリプトを作成し、分析対象とした。デ
ータ分析は、個々の調査対象者が研究の流れの中
でその事例の性格が保持されていくことから、
「テーマ的コード化」を参考にした（ラヴェ・ブ
リック（2002）小田他訳『質的研究入門』春秋社）。
なお本研究を進めていく際は、A市障害者施策推
進委員会委員長であるB氏およびA市自立生活セン
ターに所属するピア・カウンセラーであるC氏に、
それぞれ客観的な視点から意見をいただいた。
4．結果と考察
　本調査における分析結果は13事例という限られ
た中で行われたので、知見としては断定しにくい
が、以下のことが仮説的に明らかになった。
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　女性障害者の中でも「結婚経馬剣がある人や、
「彼氏」がいる人と違い、男性から選ばれたいと
いう願望を持ちながらも「男性から選ばれない」
状況にある人や、単身でいることを選択した人に
とって、「性役割葛藤」は生活問題以前の問題で
あったことである。彼女らは日々の生活で生じる
問題、例えば制度の未整備や後退の影響を受けて
いる生活問題等に対応しなければならない状況に
あり、「性役割葛藤」が根底にある生活問題は、
結婚や恋愛という経験をしなければ生じないもの
だということがわかった。
　また本研究で着目した「単身の女性障害者」に
ついては、以下のことが明らかになった。
　まず第一に、単身の女性障害者にとって、「女
性障害者固有の問題」よりも「障害者固有の問題」
がその生活問題に強く影響を与えていた。彼女ら
の多くは、まず「自己決定と介助」にまつわる介
助者との関係性について「生活問題」として語る
ことが多かった。
　第二に、特に年齢の比較的高い単身の女性障害
者にとって、介助者である「ヘルパー」は、単な
る「ヘルパー」ではなくそれ以上の存在となり、
「精神的な支え」にもなっていた。
　第三に、単身の女性障害者で、特に24時間介助
が保障されない程度の障害を持つ者にとって、24
時間介助が認められず「一一人で過ごさなければな
らない時間」ができてしまうことは、介助派遣事
業所が行っている緊急時の対応だけでは捕らえな
い、深刻な問題となっていた。
　最後に、本研究の動機として、「女性でありか
つ障害者であることから生じる問題」を明らかに
することがあったが、本研究で行った以上の調査
結果からは、女性障害者が抱える生活問題は、障
害をもっていることで生じる問題がそのほとんど
を占めていることが明らかになった。
を行っている。
　事例調査の知見として次のことを明らかにして
いる。
　女性障害者の中でも「結婚経験」がある人や、
「彼氏」がいる人と違い、男性から選ばれたいと
いう願望を持ちながらも「男性から選ばれない」
状況にある人や、単身でいることを選択した人に
とって、「性役割葛藤」は生活問題以前の問題で
あったことである。彼女らは日々の生活で生じる
問題、例えば制度の未整備や後退の影響を受けて
いる生活問題等に対応しなければならない状況に
あり、「性役割葛藤」が根底にある生活問題は、
結婚や恋愛という経験をしなければ生じないもの
だということがわかった、としている。
　さらに、単身の女性障害者について、以下のよ
うな3点の課題を明らかにしている。
①単身の女性障害者にとって、「女性障害者固有の
問題」よりも「障害者固有の問題」がその生活問題に
強く影響を与えていた。彼女らの多くは、まず「自
己決定と介助」にまつわる介助者との関係性につい
て「生活問題」として語ることが多かった。
②特に年齢の比較的高い単身の障害者にとって、
介助者である「ヘルパー」は、単なる「ヘルパー」
ではなくそれ以上の存在となり、「精神的な支え」
にもなっていた。
③単身の女性障害者で、特に24時間介助が保障さ
れない程度の障害を持つ者にとって24時間介助が
認められず「一人で過ごさなければならない時間」
ができてしまうことは、介助派遣事業所が行って
いる緊急時の対応だけでは捕えない、深刻な問題
となっていた。
　本研究は、多くの時間をかけた研究であり、最
終試験である口頭試問において研究成果が高く評
価された。（主査　高橋重宏）
【審査および最終試験の報告】
　最終試験（口頭試問）は2月4日に行われた。
　女性障害者の生活問題と性役割葛藤一「自立生
活」を志向する女性障害者の語りから一というテ
ーマで執筆されたものである。13名の女性障害者
からのインテンシィブな面接を行いデータの収集
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